
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 日

2 月 休館 休館
3 火 休館
4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月 休館 休館
10 火 休館
11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月 休館 休館
17 火 休館
18 水

19 木 　　　
20 金

21 土 　　　きのこの子
22 日

23 月 休館 休館
24 火 休館
25 水

26 木

27 金 　　　おひさまの会

28 土 　　　おひさまの会 　　　もこもこ

29 日

30 月 休館 休館

31 火 休館

　今から災害に備える！ 　色彩に魅せられて 大人も楽しめる絵本

館内整理日

特設

みやこ町図書館だより

（発行：２０１6年５月１日 第４１号）
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中央図書館☎33-1040 犀川図書館☎42-3330 勝山図書館☎32-3455

「ながく よみつがれている えほん」 展示 4/23（土）～5/25（水） 各図書館

こどもどくしょまつり開催中

４月２３日（土）～５月８

日（日）まで、“としょか

んビンゴ”を開催中！！ビ

ンゴが完成した人には特製

しおりをプレゼント。ぜひ

挑戦してみてください。

４月２３日（土）～５月２５日（水）

まで、みやこ町各図書館で特別展示を開催

中です。

出版から2０年以上が過ぎてもなお、読

み継がれている名作絵本を数多く展示して

います。子供のころに読んだことがある本

もあるかもしれません。

お子さん、お孫さんとぜひ一緒にご覧下

さい。

特別展示 ながく よみつがれている えほん としょかんビンゴ

「美翠会 絵手紙

と水墨画展」

5/27（金）～6/29

（水） ギャラリー



～小説～ 

■『まさか我が家が!? 命と財産を守るサバイバル

マニュアル 21』 和田隆昌(著) 潮出版社 ■『日本

史有名人の身体測定』 篠田達明(著) KADOKAWA 

■『万年筆スケッチ入門』 古山浩一(著) 枻出版社  

■『子どもと一緒にこんなこと。OURHOME』 Ｅ

ｍｉ(著) 大和書房 ■『子の無い人生』 酒井順子

(著) KADOKAWA ■『だからつくる調味料』 オ

ザワエイコ(著) ブロンズ新社 ■『愛の物語』 金

澤翔子(著) 新日本出版社 ■『脳はなにげに不公

平 パテカトルの万脳薬』 池谷裕二(著) 朝日新聞

出版 

～その他～ 

『マンガがあるじゃないか  

―わたしをつくったこの一冊』 

河出書房新社(2016) 

この本は有名人が若い頃や学生時代

に読んで、感銘を受け、その後の人生

でも、時々思い出し、励みにしたりし

た作品を一つ選び、書評しています。 

たかがマンガ、されどマンガ、奥が深

いのです。［和］ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『吉野太平記 （上・下）』 

武内 涼（著） 角川春樹事務所（2015） 

                

■『教場２』 長岡弘樹(著) 小学館 ■『擬宝珠のあ

る橋』 宇江佐真理(著) 文藝春秋 ■『橋を渡る』 吉

田修一(著) 文藝春秋 ■『現代詩人探偵』 紅玉いづ

き(著) 東京創元社 ■『筑豊ララバイ』 中島晶子(著) 

エネルギーフォーラム ■『希望の海 仙河海叙景』 

熊谷達也(著) 集英社  ■『バベル九朔』 万城目学

(著) KADOKAWA ■『恩讐の鎮魂曲』 中山七里(著) 

講談社 ■『うちのご近所さん』  群ようこ (著 ) 

KADOKAWA ■『カエルの楽園』 百田尚樹(著) 新

潮社 ■『マプチェの女』 カリル・フェレ(著) 早川

書房  

 

 

新 着 資 料 案 内 

図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『岬のマヨイガ』 

柏葉 幸子(著) さいとう ゆきこ(絵) 

講談社(2015) 
 

        親戚に預けられるために、狐崎にや

ってきた萌花。夫から逃げてきた、ゆ

りえ。そして不思議な老婆、キワ。震災

後に、この 3 人の共同生活が始まった。 

狐崎に訪れようとしている危機を、

３人は防ぐことができるのか？［Ｉ］ 

『147 ヘルツの警鐘』 

川瀬 七緒（著）  講談社（2012）  

「昆虫法医学」？なんて言葉を知

らなかった私。あり・ウジムシ・

ハエ彼らは犯罪を暴くために大活

躍する存在なのである。彼らに尊

敬の気持ちを抱く一冊。［台］ 

 

 

 

 

『タルト・タタンの夢』 

近藤 史恵（著）  東京創元社（2007） 

 小さなフレンチレストランが舞台。変わり者シ

ェフの三舟は、客が持ち込む謎と悩みを切れ味よ

く解決します。 

美味しそうな料理の味も想像しながら、ぜひ読

んでみて下さい。 

［はりねずみ］ 

 

 

 
『幸福に驚く力』  

清水眞砂子（著） かもがわ出版（2006） 

事あるごとに読み返したくなる本って、ありま

すか？悩んだり、迷ったり、落ち込んだり、息

苦しく感じたり…。そんな時、著者の厳しくも

暖かい言葉に私は救われています。『ゲド戦記』

を翻訳した児童文学者の講演録。［ｉｉ］ 

 

禁闕の変で三種の神器の勾玉を奪った後南朝

勢力は、足利義政と北朝政権に対して不穏な

動きを見せていた。これに対して北朝方は後

南朝の和平派との接触と勾玉の奪還を、日野

家の姫君、幸子と禁裏の忍び村雲兵庫に託す。

様々な思惑が交錯する歴史冒険小説 ［Ｍａ］ 

図書館員のおすすめ本 

http://3.bp.blogspot.com/-dTyV6hN6QN4/Viio5AlSBnI/AAAAAAAAzqg/HNtoJT4ecTc/s800/book_inu_yomu.png
http://2.bp.blogspot.com/-P7Ytrlm6Bf8/VHhHgDMxbMI/AAAAAAAApVo/pWwIdT79v10/s800/drink_wine_Beaujolais_nouveau.png



